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―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
対
す
る
認
識
を
。

「
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
伴
い
、
我
が
国

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要
性
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
進
展
や
電
化
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
電
力
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
長
期
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
脱
炭
素
化
の
両
立
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」

―
―
安
定
供
給
に
重
要
な
こ
と
は
。

「
供
給
力
確
保
が
大
前
提
。
変
動
性
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
る
中
、
調
整
力
・
慣

性
力
な
ど
の
確
保
面
で
火
力
発
電
の
役
割
は
大

き
い
。
一
方
で
、
火
力
発
電
は
稼
働
率
低
下
が

想
定
さ
れ
、
電
力
自
由
化
の
中
で
脱
炭
素
化
を

進
め
つ
つ
も
必
要
な
容
量
を
確
保
す
る
仕
組
み

が
必
要
。
燃
料
の
長
期
的
な
安
定
調
達
な
ど
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
面
で
の
対
応
も
重
要
だ
」

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
『
Ｄ
Ｅ
Ｒ
』
の

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
活
用
も
調
整
力
確
保
の

観
点
で
大
切
だ
。
そ
れ
に
は
蓄
電
池
や
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
な
ど
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
や
低
コ

ス
ト
化
、
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の

料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
運
用
技
術
も
必
要
と
な
る
。

送
配
電
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
ン
レ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
よ
う
な
既
存
設
備
を
さ
ら
に
有
効
活

用
す
る
技
術
な
ど
が
重
要
。
高
度
成
長
期
に
建

設
し
た
高
経
年
設
備
の
適
切
な
更
新
も
必
要

だ
」―

―
脱
炭
素
化
に
関
し
て
は
。

「
電
源
の
脱
炭
素
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
次
世
代
化
や
産
業
界
な
ど
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム

全
体
の
効
率
化
な
ど
非
常
に
広
範
な
技
術
開
発

が
不
可
欠
。
一
方
で
、
技
術
開
発
に
は
膨
大
な

投
資
が
必
要
と
な
る
」

「
投
資
へ
の
資
金
調
達
策
は
議
論
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
最
終
的
に
国
民
や
産
業
界
の
負
担
増

も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
脱
炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
・
安
定
供
給
の
重
要
性
は
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
目
指
す
社
会
の
姿
に
国
民
が
価

値
を
認
識
し
費
用
負
担
を
受
容
で
き
る
か
と
い

う
視
点
も
同
じ
く
重
要
で
あ
る
」

「
ま
さ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
要
諦
で
あ
る
『
Ｓ
＋

３
Ｅ
』
の
追
求
に
向
け
た
姿

を
国
民
に
示
し
、
理
解
を
得

つ
つ
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
」

―
―
昨
年
新
た
に
中
期
経
営
計
画
（
中
計
）

を
策
定
し
た
が
。

「
前
中
計
の
対
象
期
間
中
に
、
電
気
事
業
が

か
つ
て
な
い
変
革
に
直
面
す
る
中
、
２
０
２
１

年
に
３
研
究
本
部
制
を
導
入
す
る
な
ど
の
組
織

改
編
を
行
い
、

年
に
向
け
た
研
究
の
方
向
性

シ
フ
ト
や
資
金
獲
得
力
の
強
化
な
ど
を
進
め
て

き
た
。
一
方
、
脱
炭
素
化
の
加
速
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
の
重
要
性
の
高
ま
り
な
ど
前
中
計

策
定
時
に
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
社
会
や
電
気

事
業
を
取
り
巻
く
新
し
い
動
き
も
出
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、中
期
経
営
計
画
を
改
定
し
た
」

「
研
究
の
方
向
性
シ
フ
ト
を
引
き
続
き
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
最
終
的
に
研
究
成
果
を
社

会
実
装
し
、
当
所
の
存
在
価
値
向
上
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
、
当
所
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ

ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
に
基
づ
き
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
支
え
る
安
全
で
豊
か
な
社

会
』
を

年
に
日
本
が
あ
り
た
い
姿
と
し
て
描

き
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
７
つ
の
目
標
を

設
定
。
こ
の
目
標
に
向
け
て
『
２
０
３
５
年
に

向
け
た
研
究
開
発
の
道
筋
』
と
『
各
道
筋
に
お

け
る
取
り
組
み
内
容
』を
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、

今
後
５
年
間
の
事
業
運
営
の
基
本
と
な
る
指
針

を
策
定
し
た
」

―
―

年
に
向
け
た
研
究
開
発
の
道
筋
の
中

で
取
り
組
む
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
。

「
『
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
・
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

事
業
の
推
進
支
援
』
で
は
、
使
用
済
み
燃
料
の

貯
蔵
・
再
処
理
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処

分
な
ど
の
課
題
解
決
に
資
す
る
技
術
開
発
を
進

め
て
い
る
。
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
安
定
運
転

を
目
的
と
し
た
ガ
ラ
ス
固
化
阻
害
要
因
の
解
明

と
対
策
立
案
、
確
率
論
的
安
全
評
価
方
法
の
放

射
性
廃
棄
物
処
分
事
業
へ
の
適
用
に
向
け
た
研

究
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
」

「
『
電
力
シ
ス
テ
ム
の
合
理
的
な
広
域
運
用

技
術
の
確
立
』
の
中
で
は
、
一
般
送
配
電
事
業

者
に
よ
る
次
期
中
央
給
電
指
令
所
シ
ス
テ
ム
共

同
開
発
に
係
る
も
の
と
し
て
広
域
Ｌ
Ｆ
Ｃ
（
負

荷
周
波
数
制
御
）
手
法
、
発
電
機
起
動
停
止
計

画
策
定
機
能
の
開
発
や
、
発
電
機
指
令
用
通
信

仕
様
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
発
電
機
起

動
停
止
計
画
に
関
連
し
て
は
、
国
の
検
討
会
で

の
『
同
時
市
場
に
お
け
る
電
源
起
動
・
出
力
配

分
ロ
ジ
ッ
ク
の
技
術
検
証
』
に
お
い
て
、
最
適

化
ロ
ジ
ッ
ク
検
証
へ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
る
」

「
『
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
リ
ッ
ド
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
化
』
で
は
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
情
報
の
取
引
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

柔
軟
に
可
能
と
す
る
技
術
の
実
現
に
向
け
、
Ｄ

Ｅ
Ｒ
活
用
に
よ
る
次
世
代
地
域
グ
リ
ッ
ド
解
析

・
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
群
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
」

「
『
次
世
代
グ
リ
ッ
ド
の
安
定
運
用
技
術
の

確
立
』
に
関
し
て
は
、
非
同
期
電
源
で
あ
る
変

動
性
再
エ
ネ
の
増
加
に
備
え
、
将
来
の
電
力
系

統
安
定
化
方
策
に
関
す
る
検
証
を
当
所
所
有
の

電
力
系
統
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
進
め
て

い
る
。
Ｍ
―
Ｇ
セ
ッ
ト
な
ど
回
転
機
の
能
力
活

用
や
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
疑
似
的
な

慣
性
力
を
持
た
せ
る
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
」

「
こ
れ
ら
事
例
の
一
部
は
、

年

月
開
催

の
研
究
報
告
会
に
て
紹
介
し
、
幅
広
い
分
野
の

方
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
頂
い
た
」

中計達成への道 着実に
電力中央研究所
理事長

平岩 芳朗氏

中
期
経
営
計
画
の
改
定

存
在
価
値
向
上
へ

７
つ
の
目
標
設
定

電力中央研究所は2024年、５年ぶりに中期経営計画を改定した。年の

日本が目指す姿とそれを実現するための電中研としての７つの目標、さら

にはこの目標達成に向けた研究開発の道筋などを定め、これから進むべき

方向性や注力すべき取り組みを社会に明示した。今回、中期経営計画の考

え方に加え、昨今のエネルギー情勢、最近の研究の取り組みや貢献事例な

どを、インタビューを通じ平岩芳朗理事長に語ってもらった。

安
定
供
給
と
脱
炭
素
化

Ｓ
＋
３
Ｅ
の
追
求

理
解
得
つ
つ
推
進

外
部
機
関
と
の
連
携
強
化

多
様
に
存
在
発
信

幅
広
く
成
果
創
出

―
―
事
業
運
営
の
指
針
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
事
例
に
つ
い
て
。

「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
取
り
入
れ
た
効
率

的
な
研
究
、
次
世
代
放
射
光
施
設
『
ナ
ノ
テ
ラ

ス
』
な
ど
も
活
用
し
た
先
見
的
な
研
究
開
発
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
研
究
基
盤
を
支
え
る
研
究

設
備
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
」

「
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化
も
重
要
。
例
え

ば
、
将
来
的
に
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
事
業

者
が
拡
大
・
多
様
化
し
て
い
く
中
、
幅
広
い
関

係
者
と
接
点
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
昨
年
、『
Ｄ
Ｅ
Ｒ
＆
グ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
、
Ｄ
Ｅ
Ｒ
や
電
力
グ
リ
ッ
ド
の
運
用

や
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
昨
年
貴
紙
で
連

載
頂
い
た『
電
力
シ
ス
テ
ム
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
』

も
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
様
々
な
立
場
の

ＤＥＲ＆グリッドセミナーでは幅広い分野の

参加者と活発な議論が交わされた

所
の
多
様
な
専
門
性
に
よ
る
総
合
力
を
結
集
し

て
創
出
し
た
研
究
成
果
に
よ
り
、
送
電
鉄
塔
の

設
計
に
関
す
る
電
気
学
会
規
格
の

年
ぶ
り
の

改
正
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
小
委
員
会

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
国
の
審
議
会
や
委
員

会
で
の
委
員
就
任
や
説
明
対
応
、
関
係
省
庁
で

の
説
明
等
に
お
い
て
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

検
討
に
寄
与
す
る
知
見
や
情
報
を
提
供
し
て
い

る
」―

―
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

「
電
気
事
業
や
社
会
の
役
に
立
つ
成
果
を
創

出
し
て
い
く
た
め
、
研
究
の
方
向
性
シ
フ
ト
は

今
後
も
緩
め
る
こ
と
な
く
、
中
計
で
定
め
た

道
筋
に
沿
っ
て
着
実
に
研
究
開
発
を
進
め
る
。

将
来
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
、
失
敗
を

恐
れ
ず
新
し
い
研
究
に
幅
広
く
取
り
組
む
。
そ

し
て
研
究
成
果
を
通
じ
て
電
気
事
業
へ
の
支

援

と

国
の
政
策
検
討
、
国
や
民
間
の
規
格
・

基
準
策
定
へ
の
貢
献
な
ど
に
継
続
し
て
努
め

て
い
く
」

―
―
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
る
創
立
者
、
松

永
安
左
エ
門
へ
の
思
い
を
。

「
松
永
翁
の
『
産
業
研
究
は
知
徳
の
練
磨
で

あ
り
、
も
っ
て
社
会
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
』

と
い
う
理
念
の
重
要
性
は
、
現
在
に
お
い
て
も

変
わ
ら
な
い
。こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
物
事
の
理
の

究
明
に
誠
実
に
取
り
組
み
、
電
気
事
業
と
そ
の

先
に
あ
る
社
会
へ
常
に
思
い
を
致
し
、
研
究
成

果
を
創
出
し
、
社
会
実
装
に
つ
な
げ
て
い
く
」

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
観
察
に
活
用
す
る

ヘ
リ
カ
ル
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
や

透
過
型
電
子
顕
微
鏡

事
業
者
な
ど
が
、
共
通
理
解
の
も
と
建
設
的
議

論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
か
ら
考
え

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」

「
中
計
を
公
開
し
た
の
も
、
社
会
実
装
も
想

定
し
た
連
携
先
と
の
接
点
拡
大
に
は
、
当
所
の

存
在
価
値
や
研
究
開
発
の
方
向
性
を
ご
理
解
頂

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
る
。
今

後
も
国
内
外
の
多
様
な
外
部
機
関
と
互
い
の
強

み
を
生
か
し
た
連
携
を
強
化
し
て
い
く
」

「
当
所
の
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の
情
報
発

信
の
重
要
性
の
高
ま
り
を
認
識
し
、
科
学
的
客

観
性
に
基
づ
く
知
見
の
分
か
り
や
す
い
発
信
に

努
め
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
の
積
極
活
用
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
の
連
携
な
ど
を
進
め

る
」―

―
電
中
研
に
よ
る
電
気
事
業
・
社
会
へ
の

最
近
の
貢
献
事
例
は
。

「
ま
ず
は
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
向

け
た
事
業
者
の
規
制
対
応
へ
の
側
面
支
援
。
当

所
の
ヘ
リ
カ
ル
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
や
透
過
型
電
子
顕
微

鏡
な
ど
を
活
用
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
観
察

等
を
通
じ
て
、
断
層
の
活
動
性
評
価
に
貢
献
。

原
子
力
発
電
所
の
長
期
運
転
へ
の
貢
献
で
は
、

ア
ト
ム
プ
ロ
ー
ブ
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
を
活

用
し
た
中
性
子
照
射
さ
れ
た
材
料
の
ナ
ノ
レ
ベ

ル
で
の
組
織
変
化
に
関
す
る
知
見
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
脆
化
予
測
法
の
高
度
化
な
ど
を
行

っ
た
」

「
規
格
・
基
準
改
正
へ
の
貢
献
例
と
し
て
、当


